
参考資料－３ 

明治記念大磯邸園 施設配置イメージ（案）に対する住民意見 

大磯都市計画公園の変更（大磯町決定）（８・４・１号明治記念大磯邸園）「様式１６ 都市計画に対する意

見書の要旨と都市計画決定権者の見解」の概要 

歴史的な邸園の保全と地域振興に期待を寄せる意⾒がある⼀⽅で、広く⼀般に公開されることに
よる周辺道路の渋滞や、境界近くの動線による住環境への悪影響、町の財政への不安などの意⾒が
出ている。 

【主な意⾒】 
■邸園全般について
・⼤磯らしさを保ち、来訪者に質の⾼い経験をしていただく町全体の取組みに期待する。
・ホームページ上等で計画検討の内容を迅速に公開してほしい。
・公園整備・管理の財源確保に懸念がある。

■既存建築物について
・旧池⽥成彬邸の利活⽤に関する町⺠意⾒の募集をしてほしい。
・維持管理費の⾯からバンケットホールを取り壊して庭園にすることに賛成する。
・滄浪閣を解体する場合には、アスベストの有無とその対策を公開してほしい。
・滄浪閣のバンケットホール部分の扱い（解体・改築）について、明らかにしてほしい。

■周辺の環境や安全への配慮について
・滄浪閣東側の窓から隣接マンションの室内が⾒えるので、視線を遮蔽する措置を講じてほしい。
・⾃動⾞の駐⾞や騒⾳、安全対策、ゴミのポイ捨てなどの対策・対応が必要である。
・国道１号線の⾞両出⼊り⼝の安全対策と渋滞への対応・対策が必要である。

■広く検討を要する動線について
・園内に駐輪場を設けて港から海岸沿いに歩けるようにしてはどうか。
・国道１号沿いの歩道は⽣活道路でもあるため、観光客の国道側出⼊り⼝は滄浪閣側のみとしてほしい。
・観光客が⼩淘綾の浜の景観も楽しめるようにしてほしい。
・町道東⼩磯 40 号線は地域住⺠の通路であるため、利⽤を避けて、例えば特別緑地保全地区の南側まで

動線を伸ばし、明治記念⼤磯邸園に出⼊りできるようにしてほしい。
・滄浪閣の東側は、維持管理者の通⾏に限るか、緑地帯としてほしい。⼀般者の回遊ルートにすることに

は反対である。敷地境界付近への回遊ルートの設定は避けて頂きたい。

■管理・運営について
・国道１号の渋滞対応として、⼤型観光バスを⼤磯港や旧吉⽥茂邸に駐⾞し、徒歩・⾃転⾞あるいは巡回

バスなどで、町の雰囲気を感じながら⼤磯を「体験」して欲しい。
・⼊館料に無料巡回バスの代⾦も上乗せし、巡回バスを使わない町⺠に対しては、特別割引料⾦を設けて

はどうか。

■施設整備について
・新設の施設は、邸園の景観に配慮したほうが良い。
・⼤磯こゆるぎ緑地（旧池⽥邸の海岸側）は、砂防林などの影響で相模湾の眺望が悪い。
・海を⾒渡せる簡易展望台やベンチ等を整備して欲しい。

2018年11月1日開催　第２回 明治記念大磯邸園に関する基本計画検討委員会



1
 

様
式

１
６

 
都

市
計

画
に

対
す

る
意

見
書

の
要

旨
と

都
市
計

画
決

定
権

者
の

見
解
 

都
市

計
画

に
対

す
る

意
見

書
の

要
旨
と

都
市

計
画

決
定

権
者

の
見

解

大
磯

都
市

計
画

公
園

の
変

更
（

大
磯

町
決

定
） 

（
８

・
４

・
１

号
明

治
記

念
大

磯
邸

園
）

■
類

型
に

つ
い

て
徴

収

意
見

書
の

内
容

を
踏

ま
え

、
次

の
『
類

型
』

を
し

て
お

り
ま

す
。

Ａ
：

都
市

計
画

決
定

に
関

す
る

内
容

Ｂ
：

明
治

記
念

大
磯

邸
園

（
整

備
、
管

理
・

運
営

な
ど

）
に

関
す
る

内
容

Ｂ
－

１
：

邸
園

全
般

に
関

す
る

内
容
 

Ｂ
－

２
：

既
存

建
築

物
に

関
す

る
内
容
 

Ｂ
－

３
：

周
辺

の
環

境
や

安
全

へ
の
配

慮
に

関
す

る
内

容
 

Ｂ
－

４
：

動
線

に
関

す
る

内
容

 

Ｂ
－

５
：

管
理

・
運

営
に

関
す

る
内
容
 

Ｂ
－

６
：

そ
の

他
施

設
配

置
に

関
す
る

内
容

 

※
資
料

中
の

『
都

市
計

画
決

定
権
者

』
は

町
で

あ
り

、『
検

討
主
体

』
は

明
治

記
念

大
磯

邸
園

に
係
る

整
備

や
管

理
・

運
営
等

の
検

討
を

行
う

国
、

県
及
び

町
を

指
し

ま
す

。

町
は

、
い

ず
れ

に
も

含
ま

れ
ま

す
が

、
次

表
の

「
都

市
計

画
決

定
権

者
の

見
解

」
は

『
都

市
計

画
決

定
権

者
』

で
あ

る
町

の
立

場
で

回
答

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
、
『

検
討

主
体
』

と
し

て
の

回
答

と
は

区
別

し
て

お
り
ま

す
。

類
型
 

意
見

書
の

要
旨
 

都
市

計
画

決
定

権
者

の
見

解
 

延
べ
 

人
数
 

Ａ
 

Ｂ
－

１
 

■
都

市
計

画
決

定
に

関
す

る
内

容

■
邸

園
全

般
に

関
す

る
内

容

○
歴

史
的

な
建

物
群

が
保

存
さ

れ
る

こ
と

は
大

変
喜

ば
し

く
、

多
く

の
人

が
当

時
を

偲
ぶ

た
め

に
建

物
を

一
般
公

開
す

る
こ

と
の

意
義

は
大
き

い
。

し
か

し
、

単
な

る
観

光
資

源
と

す
る

の
で

は
な

く
、

当
時

の
様

子
を

、

今
回

の
計

画
範

囲
の

み
な

ら
ず

町
全

体
の

雰
囲

気
と

し
て

維
持

し
、

大
磯

ら
し

さ
を

保
ち

、
来

訪
者

に
質

の
高

い
経

験
を

し
て

い
た

だ
く

こ
と

で
、

町
民

の
み

な
ら

ず
県

及
び

国
の

利
益
に

も
つ

な
が

る
と

考
え

る
。
 

○
大

磯
町

の
都

市
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

で
あ

る
「

ま
ち

づ
く

り
基

本
計

画
」

で
は

、
歴

史
的

価
値

の
あ

る
建

造
物

等
に

つ
い

て
は

、
保

存
と

活
用

に
向

け
た

支
援

や
取

組
み

の
展

開
を

図
る

と
し

て
お

り
、

ま
た

、
本

都
市

計
画

公
園

の
区

域
を

含
む
「

小
淘
綾

海
岸
松

林
地

区
」
を

重
点
地

区
に
設

定
し

、

海
岸

線
松

林
の

維
持

・
保

全
や

歴
史

的
建

造
物

の
保

存
・

活
用

な
ど

に
重

点
的

に
取

り
組

む
と

し
て

い
ま

す
。

町
で

は
、

引
き

続
き

、
こ

う
し

た
方

針
の

下
、

明
治

記
念

大
磯

邸
園

の

範
囲

の
み

な
ら

ず
、

町
内

の
歴

史
的

価
値

の
あ

る
建

造
物

等
の

保
全

・
活

用
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、「
小

淘
綾
海

岸
松

林
地

区
」
に
お

い
て
は
、
邸

園
文

化
が

香
る

緑
と

歴
史

が
豊

か
な

風
格

の
あ

る
街

並
み

景
観

を
保

全

し
、

継
承

で
き

る
よ

う
、

努
め

て
ま
い

り
ま

す
。
 

１
人
 



2
 

 Ｂ
－

２
 

■
既

存
建

築
物

に
関

す
る

内
容

 

○
池

田
成

彬
邸

の
利

活
用

 
明

治
記

念
大

磯
邸

園
内

の
建

築
物

は
、

公
共

空
地

と
し

て
国

が
管

理
す

る
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

旧
池

田
成

彬
邸

の
利

活
用

は
国

が
主

導
で

決
定

す
る

の
か

。
町

民
の

意
見

・
希

望
等

を
募

る
予

定
は

無
い

の
か

。
国

が
決

め
る

場
合

は
ど

の
よ

う
な

手
続

き
を

経
て

決
定

さ
れ

る
の

か
。

施
設

の
利

活
用

状
況

（
公

開
予

定
な

ど
）

を
も

う
少

し
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
、

タ
イ

ム
リ

ー
に

公
開

し
て

ほ
し

い
。

 

 ○
 

バ
ン

ケ
ッ

ト
ホ

ー
ル

を
取

り
壊

す
こ

と
は

、
大

磯
文

化
祭

会
場

へ
の

利

用
を

考
え

る
と

残
念

で
あ

る
が

、
今

回
の

明
治

記
念

大
磯

邸
園

の
整

備
趣

旨
と

、
今

後
の

維
持

管
理

費
を

考
慮

す
る

と
、

庭
園

と
す

る
こ

と
に

賛
成

で
あ

る
。
 

 ○
明

治
記

念
大

磯
邸

園
の

整
備

に
つ
い

て
 

滄
浪

閣
の

旧
中

華
レ

ス
ト

ラ
ン

を
解

体
と

な
っ

た
場

合
に

は
、

ア
ス

ベ

ス
ト

の
有

無
と

、
有

る
場

合
に

は
そ
の

対
策

を
公

開
し

て
ほ

し
い
。
 

滄
浪

閣
の

バ
ン

ケ
ッ

ト
ホ

ー
ル

部
分

の
扱

い
（

解
体

・
改

築
）

に
つ

い

て
、

明
ら

か
に

し
て

ほ
し

い
。

 

              

○
 

頂
い

た
ご

意
見

は
、

明
治

記
念

大
磯

邸
園

の
整

備
に

係
る

既
存

建
築

物

に
関

す
る

内
容

で
あ

る
た

め
、

検
討

主
体

に
お

伝
え

し
た

と
こ

ろ
、

次
の

通
り

回
答

が
あ

り
ま

し
た

。
 

 〔
検

討
主

体
か

ら
の

回
答

〕
 

・
 

旧
池

田
成

彬
邸

を
含

む
歴

史
的

建
物

と
そ

の
周

辺
に

つ
い

て
は

、
明

治
記

念
大

磯
邸

園
の

中
核

的
な

区
域

と
し

て
、

国
が

公
共

空
地

と
し

て

事
業

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。
 

 

・
 

明
治

記
念

大
磯

邸
園

の
既

存
建

築
物

の
保

存
・

活
用

の
方

針
は

、
有

識
者

、
国

、
県

及
び

町
が

参
加

す
る

「
明

治
記

念
大

磯
邸

園
に

関
す

る

基
本

計
画

検
討

委
員

会
」

で
検

討
し

、
そ

の
過

程
に

お
い

て
、

都
市

計

画
手

続
き

の
縦

覧
や

説
明

会
で

頂
い

た
ご

意
見

も
踏

ま
え

て
基

本
計

画

と
し

て
と

り
ま

と
め

て
い

く
こ

と
と
し

て
い

ま
す

。
 

な
お

、
今

後
の

手
続

き
に

お
い

て
も

、
住

民
等

か
ら

の
意

見
公

募
の

機
会

を
設

け
る

事
も

予
定

し
て

お
り

、
計

画
の

検
討

状
況

や
公

開
予

定

等
を

含
め

、
明

治
記

念
大

磯
邸

園
に

関
す

る
情

報
に

つ
い

て
は

、
国

の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

順
次

公
表

し
て
ま

い
り

ま
す

。
 

 ・
 
既

存
建

築
物

の
一

部
を
解

体
す
る

場
合

は
、
工

事
の
段

階
に
お

い
て

、

あ
ら

か
じ

め
十

分
な

調
査

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

ア
ス

ベ
ス

ト
対

策

な
ど

の
安

全
・

環
境

対
策

を
適

切
に
実

施
い

た
し

ま
す

。
 

 

３
人
 



3
 

 Ｂ
－

３
 

■
周

辺
の

環
境

や
安

全
へ

の
配

慮
に

関
す

る
内

容
 

○
 

滄
浪

閣
の

東
側

に
ア

ル
ミ

サ
ッ
シ

の
窓

が
複

数
あ

る
が

、
標

高
が

高
く

、

隣
接

マ
ン

シ
ョ

ン
の

室
内

が
見

え
る

状
況

に
あ

る
。

歴
史

的
建

造
物

に
相

当
し

な
い

の
で

あ
れ

ば
、
取
り

壊
し
も

検
討

し
て

ほ
し

い
。
残

す
場

合
は

、

東
側

マ
ン

シ
ョ

ン
へ

の
配

慮
と

し
て

、
窓

を
封

鎖
す

る
か

、
屋

外
側

に
ブ

ラ
イ

ン
ド

か
視

線
遮

蔽
波

ポ
リ

カ
ー
ボ

ネ
ー

ト
板

を
設

置
し

て
ほ
し

い
。

 

 ○
周

辺
対

策
に

つ
い

て
 

周
辺

は
、
住

宅
地

で
あ

る
た
め

、
自

動
車

の
駐

車
や

騒
音
、
安
全

対
策

、

ゴ
ミ

の
ポ

イ
捨

て
な

ど
の

対
策

・
対
応

が
必

要
で

あ
る

。
 

 ○
駐

車
場

に
つ

い
て
 

国
道

１
号

線
の

車
両

出
入

り
口

に
は
安

全
対

策
が

必
要

で
あ

る
。
特
に

、

時
間

帯
に

よ
っ

て
、

通
学

・
通

勤
者

対
策

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

西
湘

バ
イ

パ
ス

が
通

行
止

め
と

な
っ

た
場
合
、
国
道

１
号

線
は
渋

滞
す

る
た
め

、

対
応

や
対

策
が

必
要

で
あ

る
。

 

                 

○
 

頂
い

た
ご

意
見

は
、

明
治

記
念

大
磯

邸
園

の
整

備
に

係
る

周
辺

の
住

環

境
や

安
全

へ
の

配
慮

に
関

す
る

内
容

で
あ

る
た

め
、

検
討

主
体

に
お

伝
え

し
た

と
こ

ろ
、

次
の

通
り

回
答

が
あ
り

ま
し

た
。
 

 〔
検

討
主

体
か

ら
の

回
答

〕
 

・
 

周
辺

の
住

環
境

や
駐

車
場

の
出

入
口

の
安

全
対

策
へ

の
十

分
な

配
慮

は
、

重
要

と
考

え
て

い
ま

す
。

 

明
治

記
念

大
磯

邸
園

周
辺

の
住

環
境

へ
の

配
慮

や
安

全
対

策
に

つ
い

て
は

、
有

識
者

、
国

、
県

及
び

町
が

参
加

す
る

「
明

治
記

念
大

磯
邸

園

に
関

す
る

基
本

計
画

検
討

委
員

会
」
で

検
討
し
、
そ

の
過
程

に
お

い
て
、

都
市

計
画

手
続

き
の

縦
覧

や
説

明
会

で
頂

い
た

ご
意

見
も

踏
ま

え
て

基

本
計

画
と

し
て

と
り

ま
と

め
て

い
く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

 

 

２
人
 



4
 

 Ｂ
－

４
 

■
動

線
に

関
す

る
内

容
 

○
太

平
洋

自
転

車
道

路
の

活
用

 
明

治
記

念
大

磯
邸

園
南

側
に

自
転

車
の

駐
輪

場
を

設
け

る
こ

と
で

、
自

転
車

を
太

平
洋

岸
自

転
車

道
に

誘
導

で
き

る
と

考
え

る
。

ま
た

、
太

平
洋

岸
自

転
車

道
を

活
用

し
て

、
観

光
客

も
港

か
ら

海
岸

沿
い

に
歩

け
る

よ
う

に
し

て
は

ど
う

か
。
 

自
転

車
道

の
活

用
が

困
難

で
あ

れ
ば

、
太

平
洋

岸
自

転
車

道
北

側
の

法

面
を

平
ら

に
し

、
歩

道
と

し
て

は
ど
う

か
。
 

 ○
 

観
光

客
の

視
点

か
ら

意
見

を
述

べ
る

。
大

磯
町

の
主

な
観

光
資

源
は

、

化
粧

坂
信

号
付

近
か

ら
吉

田
茂

邸
等

を
経

て
六

所
神

社
へ

と
向

か
う

旧
東

海
道

、
国

道
１

号
沿

い
に

点
在

し
て
い

る
。
 

観
光

客
が

国
道

１
号

沿
い

を
歩

行
す

る
際

、
特

に
、

今
回

の
大

磯
邸

園

区
域

に
沿

っ
た

大
磯

中
学

校
前

か
ら

滄
浪

閣
前

の
信

号
に

至
る

歩
道

は
、

比
較

的
狭

く
、
し

か
も

大
磯
中

学
校
の

生
徒

の
生

活
道

路
で

も
あ

る
た
め

、

観
光

客
が

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
通

れ
る
動

線
で

は
な

い
と

思
料

さ
れ
る

。
 

し
た

が
っ

て
、
 

１
．

明
治

記
念

大
磯

邸
園

の
観

光
客

の
国

道
側

出
入

り
口

は
滄

浪
閣

側
の

み
と

し
て

ほ
し

い
。

 
２

．
滄

浪
閣

と
旧

大
隈

重
信

邸
等

と
の

間
の

動
線

は
、

単
に

太
平

洋
岸

自

転
車

道
を

利
用

す
る

の
で

は
な

く
、

松
の

緑
を

保
全

す
る

よ
う

何
と

か

工
夫

し
な

が
ら

海
岸

に
木

道
を

設
け

、
観

光
客

が
小

淘
綾

の
浜

の
景

観

も
楽

し
め

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

 
３

．
原
案

で
は

、
町
道

東
小
磯

40
号

線
及

び
東

側
提

供
緑
地

の
海
側

の
一

部
が

観
光

客
の

動
線

と
な

っ
て

い
る

が
、

こ
こ

は
浜

に
出

た
り

、
犬

を

散
歩

す
る

地
域

住
民

の
通

路
で

あ
り

、
観

光
客

の
通

る
道

と
し

て
好

ま

し
く

は
あ

り
ま

せ
ん

。
上

記
２

の
木

道
を

例
え

ば
旧

大
隈

重
信

邸
等

の

特
別

緑
地

保
全

地
区

の
南

側
ま

で
伸

ば
し

、
そ

こ
か

ら
明

治
記

念
大

磯

邸
園

に
出

入
り

で
き

る
よ

う
に

し
て
ほ

し
い

。
 

 ○
 

滄
浪

閣
の

敷
地

内
に

て
、

主
要

動
線

を
滄

浪
閣

の
西

側
と

す
る

こ
と

は

賛
成

で
あ

る
。
 

（
次

頁
へ

続
く

）
 

○
 

頂
い

た
ご

意
見

は
、

明
治

記
念

大
磯

邸
園

の
整

備
に

係
る

動
線

の
配

置

に
関

す
る

内
容

で
あ

る
た

め
、

検
討

主
体

に
お

伝
え

し
た

と
こ

ろ
、

次
の

通
り

回
答

が
あ

り
ま

し
た

。
 

 〔
検

討
主

体
か

ら
の

回
答

〕
 

・
 

公
園

へ
の

安
全

で
円

滑
な

ア
ク

セ
ス

や
、

周
辺

の
住

環
境

に
配

慮
し

つ
つ

回
遊

性
を

確
保

す
る

た
め

の
動
線

は
、

重
要

と
考

え
て

い
ま
す

。
 

明
治

記
念

大
磯

邸
園

の
動

線
を

含
む

施
設

配
置

や
周

辺
施

設
と

の
連

携
に

つ
い

て
は

、
有

識
者

、
国

、
県

及
び

町
が

参
加

す
る

「
明

治
記

念

大
磯

邸
園

に
関

す
る

基
本

計
画

検
討

委
員

会
」

で
検

討
し

、
そ

の
過

程

に
お

い
て

、
都

市
計

画
手

続
き

の
縦

覧
や

説
明

会
で

頂
い

た
ご

意
見

も

踏
ま

え
て

基
本

計
画

と
し

て
と

り
ま

と
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。
 

・
 

ま
た

、
町

の
「

大
磯

町
新

た
な

観
光

の
核

づ
く

り
基

本
計

画
」

に
、

大
磯

港
や

旧
吉

田
茂

邸
（

県
立

大
磯

城
山

公
園

）
な

ど
と

と
も

に
、

当

該
地

が
観

光
拠

点
に

位
置

付
け

ら
れ

、
こ

れ
ら

の
観

光
拠

点
を

結
ぶ

役

割
を

担
う

大
磯

町
内

自
転

車
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
整

備
路

線
の

ひ
と

つ

と
し

て
、

太
平

洋
岸

自
転

車
道

が
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、

明
治

記
念

大
磯

邸
園

の
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

自
転

車
利

用
者

に
と

っ

て
も

当
該

邸
園

を
利

用
し

易
く

す
る

配
慮

が
必

要
と

認
識

し
て

お
り

ま

す
。
 

 

３
人
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○
滄

浪
閣

の
東

側
を

庭
園

と
す

る
事

に
は

賛
成

だ
が

、
維

持
管

理
者

の
み

の
通

行
に

限
る

か
緑

地
帯

と
し

て
欲

し
い

。
一

般
者

の
回

遊
ル

ー
ト

に
す

る
こ

と
に

は
反

対
で

あ
る

。
過

去
に
滄

浪
閣

が
活

用
さ

れ
て

い
た

際
に
は

、

一
般

者
の

通
行

は
無

く
、

食
材

・
廃

材
等

の
搬

入
・

搬
出

業
者

の
通

行
の

み
で

あ
っ

た
。

ま
た

現
状

、
両

面
が

擁
壁

と
な

っ
て

お
り

、
思

い
の

ほ
か

声
が

響
く
。
隣
接

す
る

マ
ン
シ

ョ
ン
の

住
環

境
の

悪
化

に
つ

な
が

る
た
め

、

敷
地

境
界

付
近

へ
の

回
遊

ル
ー

ト
の
設

定
は

避
け

て
い

た
だ

き
た
い

。

Ｂ
－

５
 

■
管

理
・

運
営

に
関

す
る

内
容

○
滄

浪
閣

の
駐

車
場

に
は

大
型

観
光
バ

ス
は

駐
車

さ
せ

な
い

大
磯

は
港

を
中

心
と

し
た

回
遊

性
の
観

光
を

目
指

し
て

お
り

、「
明
治

記

念
大

磯
邸

園
を

目
的

地
と

し
て

バ
ス

で
来

て
帰

る
」

で
な

く
、

国
道

１
号

も
狭

く
、

週
末

を
中

心
に

渋
滞

も
発

生
し

て
い

る
こ

と
も

踏
ま

え
、

大
型

観
光

バ
ス

を
大

磯
港

や
旧

吉
田

茂
邸

に
駐

車
し

、
徒

歩
、

自
転

車
あ

る
い

は
巡

回
バ

ス
な

ど
で

、
町

の
雰

囲
気

を
感

じ
な

が
ら

大
磯

を
「

体
験

」
し

て
欲

し
い

。

都
市

計
画

公
園

内
の

建
築

物
は

、
規

模
は

大
き

い
も

の
で
は

無
い
た

め
、

個
人

や
小

さ
な

グ
ル

ー
プ

で
の

見
学

に
適

し
て

い
る

。
こ

う
し

た
施

設
に

訪
れ

る
方

に
は
、
多
く

の
観
光

客
で
溢

れ
る

町
を

見
に

来
る

の
で

は
な
く

、

静
か

な
町

の
佇

ま
い

を
そ

の
ま

ま
味

わ
っ

て
当

時
を

偲
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

観
光

客
も

そ
の

よ
う

な
大

磯
で

あ
る

か
ら

こ
そ

何
度

も
訪

れ
、

体
験

し
、

そ
し

て
そ

の
中

か
ら

大
磯

へ
の

移
住

者
も

出
て

く
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
 

○
入

館
料

に
つ

い
て

入
館

料
に

無
料

巡
回

バ
ス

の
代

金
も

上
乗

せ
し

て
は

ど
う

か
。

巡
回

バ

ス
を

使
わ

な
い

町
民

に
対

し
て

は
、
特
別

割
引

料
金

を
設
け

て
は

ど
う
か
。 

○
頂

い
た

ご
意

見
は

、
明

治
記

念
大

磯
邸

園
の

管
理

・
運

営
に

関
す

る
内

容
で

あ
る

た
め

、
検

討
主

体
に

お
伝

え
し

た
と

こ
ろ

、
次

の
通

り
回

答
が

あ
り

ま
し

た
。

〔
検

討
主

体
か

ら
の

回
答

〕
 

・
明

治
記

念
大

磯
邸

園
周

辺
の

観
光

施
設

と
の

連
携

な
ど

は
、

重
要

と

考
え

て
い

ま
す

。

明
治

記
念

大
磯

邸
園

の
周

辺
施

設
と

の
連

携
な

ど
に

つ
い

て
は

、
有

識
者

、
国

、
県

及
び

町
が

参
加

す
る

「
明

治
記

念
大

磯
邸

園
に

関
す

る

基
本

計
画

検
討

委
員

会
」

で
検

討
し

、
そ

の
過

程
に

お
い

て
、

都
市

計

画
手

続
き

の
縦

覧
や

説
明

会
で

頂
い

た
ご

意
見

も
踏

ま
え

て
基

本
計

画

と
し

て
と

り
ま

と
め

て
い

く
こ

と
と
し

て
い

ま
す

。
 

１
人
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 Ｂ
－

１
 

Ｂ
－

５
 

■
邸

園
全

般
に

関
す

る
内

容
 

■
管

理
・

運
営

に
関

す
る

内
容

 

○
 

稲
荷

松
緑

地
の

管
理

に
つ

い
て

 
稲

荷
松

緑
地

の
松

に
つ

い
て

は
、

建
前

で
は

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
が

管
理

し
て

い
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

が
、

管
理

が
で

き
て

い
な

い
状

況
に

あ
る

。
最

終
的

に
は

、
マ

ン
シ

ョ
ン

と
の

「
公

共
施

設
に

関
す

る
管

理
協

定
書

」
が

再
締

結
さ

れ
る

こ
と

と
思

わ
れ

る
が

、
ま

ず
は

、
ど

の
く

ら
い

の
予

算
で

整
備

す
る

つ
も

り
か

。
ま
た

そ
の

財
源

は
ど

う
す

る
予
定

か
。

 

財
源

が
確

保
で

き
な

い
限

り
に

お
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
同

様
、

町
で

は

管
理

し
な

い
こ

と
と

な
る

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

剪
定

を
止

め
た

場
合

、
い

ず
れ

は
、

荒
れ

て
し

ま
い

、
マ

ン
シ

ョ
ン

住
民

の
住

環
境

を
大

い
に

悪
化

さ
せ

る
。

そ
う

し
た

意
味

で
は

、
同

じ
特

別
緑

地
保

全
地

区
で

も
、

大
磯

こ
ゆ

る
ぎ

緑
地

、
稲

荷
松

緑
地

、
旧

大
隈

重
信

邸
・

旧
陸

奥
宗

光
邸

南
側

の
緑

地
で

、
管

理
の

方
法

は
異

な
っ
て

く
る

も
の

と
考

え
る

。
 

い
ず

れ
に

し
て

も
、

特
別

緑
地

保
全

地
区

の
み

な
ら

ず
、

町
が

行
う

管

理
の

対
象

と
な

る
公

園
の

管
理

費
用

は
、

年
間

ど
れ

ぐ
ら

い
と

見
積

も
っ

て
い

る
の

か
。
 

                

○
 

頂
い

た
ご

意
見

は
、

明
治

記
念

大
磯

邸
園

の
整

備
及

び
管

理
・

運
営

に

関
す

る
内

容
で

あ
る

た
め

、
検

討
主

体
に

お
伝

え
し

た
と

こ
ろ

、
次

の
通

り
回

答
が

あ
り

ま
し

た
。
 

 〔
検

討
主

体
か

ら
の

回
答

〕
 

・
稲

荷
松

緑
地

の
整

備
・

管
理

方
針
に

つ
い

て
 

稲
荷

松
緑

地
を

含
む

明
治

記
念

大
磯

邸
園

の
整

備
・

管
理

方
針

に
つ

い
て

は
、

有
識

者
、

国
、

県
及

び
町

が
参

加
す

る
「

明
治

記
念

大
磯

邸

園
に

関
す

る
基

本
計

画
検

討
委

員
会

」
で

検
討

し
、

そ
の

過
程

に
お

い

て
、

都
市

計
画

手
続

き
の

縦
覧

や
説

明
会

で
頂

い
た

ご
意

見
も

踏
ま

え

て
基

本
計

画
と

し
て

と
り

ま
と

め
て
い

く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。
 

ま
た

、
明

治
記

念
大

磯
邸

園
の

整
備

に
あ

た
っ

て
は

、
国

が
歴

史
的

な
建

物
群

及
び

そ
の

周
辺

の
区

域
を

中
核

的
な

区
域

と
し

て
整

備
す

る

こ
と

、
地

方
公

共
団

体
（

県
・

町
）

が
特

別
緑

地
保

全
地

区
及

び
そ

の

周
辺

の
区

域
に

お
け

る
緑

地
等

の
保

全
・

整
備

を
行

う
こ

と
、

地
方

公

共
団

体
が

分
担

す
る

区
域

の
う

ち
、

特
別

緑
地

保
全

地
区

を
除

く
区

域

に
つ

い
て

は
、

町
立

都
市

公
園

と
し

て
、

県
か

ら
町

へ
の

財
政

的
・

技

術
的

支
援

の
下

、
整

備
を

行
う

こ
と

、
と

い
っ

た
国

と
地

方
公

共
団

体

の
役

割
分

担
の

基
本

的
な

考
え

方
が
定

ま
っ

て
い

ま
す

。
 

町
が

担
う

区
域

の
整

備
費

及
び

維
持

管
理

費
に

つ
い

て
は

、
検

討
委

員
会

で
の

検
討

状
況

や
国

と
地

方
公

共
団

体
の

役
割

分
担

の
基

本
的

な

考
え

方
を

踏
え

な
が

ら
、

そ
の

財
源

も
含

め
、

出
来

る
限

り
早

期
に

、

町
民

の
皆

様
に

お
知

ら
せ

で
き

る
よ
う

、
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。
 

 

１
人
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Ｂ
－

６
 

■
そ

の
他

の
施

設
整

備
に

関
す

る
内

容

○
滄

浪
閣

南
側

に
計

画
さ

れ
て

い
る

管
理

施
設

は
、

景
観

を
踏

ま
え

、
和

風
の

茶
色

い
建

物
な

ど
と

し
、

味
気

な
い

白
い

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
四

角
建

物
と

し
な

い
ほ

う
が

良
い

と
思

わ
れ
る

。

○
大

磯
こ

ゆ
る

ぎ
緑

地
に

は
、

海
を

見
渡

せ
る

簡
易

展
望

台
が

あ
る

と
良

い
と

思
う

。

○
大

磯
こ

ゆ
る

ぎ
緑

地
に

つ
い

て

大
磯

こ
ゆ

る
ぎ

緑
地

に
つ

い
て

、
砂

防
林

な
ど

の
影

響
で

相
模

湾
の

眺

望
が

悪
い

。
ま

た
、

休
憩

施
設

と
し

て
、

ベ
ン

チ
等

の
整

備
を

し
て

欲
し

い
。

○
頂

い
た

ご
意

見
は

、
明

治
記

念
大

磯
邸

園
の

整
備

に
係

る
施

設
整

備
に

関
す

る
内

容
で

あ
る

た
め

、
検

討
主

体
に

お
伝

え
し

た
と

こ
ろ

、
次

の
通

り
回

答
が

あ
り

ま
し

た
。

〔
検

討
主

体
か

ら
の

回
答

〕
 

・
歴

史
的

建
物

の
景

観
と

調
和

し
た

施
設

整
備

や
周

辺
の

自
然

景
観

を

活
か

し
た

施
設

配
置

は
重

要
と

考
え
て

い
ま

す
。

明
治

記
念

大
磯

邸
園

の
施

設
配

置
に

つ
い

て
は

、
有

識
者

、
国

、
県

及
び

町
が

参
加

す
る

「
明

治
記

念
大

磯
邸

園
に

関
す

る
基

本
計

画
検

討

委
員

会
」

で
検

討
し

、
そ

の
過

程
に

お
い

て
、

都
市

計
画

手
続

き
の

縦

覧
や

説
明

会
で

頂
い

た
ご

意
見

も
踏

ま
え

て
基

本
計

画
と

し
て

と
り

ま

と
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。
 

ま
た

、
特

別
緑

地
保

全
地

区
が

、
良

好
な

自
然

環
境

を
保

全
す

る
目

的
で

指
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
た

計
画

と
す

る
必

要
が

あ
る

と

考
え

て
お

り
ま

す
。
 

２
人
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